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手を洗うことができる環境を －フィリピンでの雨水タンク支援事業報告 
2023 年 2 月 20 日 

公益財団法人 アジア保健研修所（AHI） 
事務局長 林かぐみ 

はじめに 
 本日はお招きくださりありがとうございます。以前からご高配をいただいておりますフ

ィリピン、ミンダナオ島での支援事業についてご報告申し上げます。 
 私共アジア保健研修所（AHI）は、40 年近く、ミンダナオ島で最も大きな都市であるダ

バオ市に拠点を置く、ダバオ医科大学プライマリヘルスケア研修所（Institute of Primary 
Health Care 略して IPHC）と協力関係を持っております。今回の雨水タンク支援事業も

IPHC が主導し、必要性の高い 4 つの学校で実施されました。 
 
●手洗いができるのは当たり前ではない世界の状況● 

WHO と UNICEF が 2017 年に行った調査では、自宅に手を洗うための設備がある人は、

調査した 77 か国のうち 42 か国で全人口の半数未満という数字があります。フィリピンで

も都市部では水道設備が整っていますが、農村部では水自体の入手が難しく、よって雨水活

用の必要性が高いところも多くあります。 
 
事業の実施報告 
■事業名と事業の背景 サン・イシドロ町の４学校における雨水貯水槽設置事業 

フィリピンでは新型コロナウイルス感染症の大流行がほぼ収束しましたが、同国政府

は学校に対して感染症対策としてふさわしい水道・衛生設備を整えることを要請してい

ます。しかし整備が追い付いていないのが実情であり、対応策のひとつとして、雨水槽

設置が求められています。 
当該の 4 つの学校のうち、2 つの学校にはすでに雨水タンクが 1 基ありますが、生徒

数に比して十分ではありません。それらの学校では、水を汲むことができる川や水場ま

で 1 キロ弱あるので、水の確保が簡単ではありません。また残る 2 つの学校でも学校の

敷地内に井戸や水場はないため、200～300 メートル離れたところまで汲みに行く必要

があります。 
タンクの容量は、1,000 リットル。6 月から半年ほど続く雨期であれば、常時満タン

の状態が期待できる見込みです。 
■事業実施期間 

当初 2022 年 9 月～11 月に予定していましたが、品不足のため入手が困難な状況が続

き、結果同年 12 月～翌年 1 月に実施。 
■事業実施場所 

北ダバオ州サン・イシドロ町の下記の 4 つの学校に 1 基ずつ設置。 
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・ダクダオ小学校（児童数 204 名） 
・ダト・バロン小学校（児童数 190 名） 
・サワタ・エルナンドコル中央小学校（児童数 601 名） 
・ピナムノ高等学校（生徒数 299 名） 

■事業実施報告 

1． 2022 年 12 月 

12 月 20 日に 4 台を購入し、サン・イシドロ町の下記の 4 つの学校に届けました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2．2023 年 1 月 
贈呈式を 1 月 18 日と 23 日に実施。式には学校校長ほか教員、村の役員、住民組織の

リーダー、学校の生徒たち、および IPHC スタッフが立ち会い、関係者がそれぞれ

IPHC を通した今回の岐阜中ロータリークラブの支援にたいへん感謝していると述べ

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

やっと手にはいった雨水タンク

 

サン・イシドロへの運搬 

ダクダオ小学校での贈呈式 
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ダト・バロン小学校での贈呈式 

ピナムノ高等学校にて贈呈式 

サワタ・エルナンドコル中央小学校にて設置 
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最後に 

アジア保健研修所（AHI）では、1980 年の設立以来、アジア各国の農山村部で保健活動

に従事する人材の育成に携わってきました。アジア各地から愛知県日進市にある研修所に

現地のＮＧＯスタッフを招き、地域住民主体の保健活動や生活改善活動が行われるために

は、どのような働きかけや支援をおこなえばよいかをメインテーマに参加型の研修を行っ

てきました。 
2022 年度 IPHC をはじめアジア各国の団体と協力して、支援事業が生み出した、「住民

にとって最も重要な変化は何か」を把握し、支援事業の改善につなげようという取り組みを

行ってきました。オンラインでその考え方に基づく、モニタリング・評価手法を学んだあと、

実際に各団体がそれを実施しました。 
IPHC では、ダバオ市内のある地区の支援事業について住民に聞き取りを行ったところ、

最も大きな変化が生じたのは、水道敷設事業だという返答でした。それは、水道の敷設によ

る衛生環境の改善にとどまらず、基本的な環境改善がなされたことで行政から新たに開発

事業の提案がなされたり、ある女性は水道組合の役員として活動する中で、自分自身の中に

リーダーシップを見出し、地域に積極的に貢献するようになったと話しています。 
 
貴クラブの支援を受けた学校の教員、子どもたち、そして家族や周りの人たちが、今回の

雨水タンク設置による変化を基に、新たな展開を生み出すことを願っています。 
以上 


